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Ⅰ 組織の概要  

【１】会社概要 

●事業所名及び代表者氏名 

 有限会社ナカイチ 

 代表取締役 中山一将 

 

●所在地 

 本     社：岡山県倉敷市連島町連島１４２－１３７ 

 玉島中間処理場：岡山県倉敷市玉島陶３１２７－１ 

 積替え保管場所：岡山県倉敷市水島南緑町２３４ 

         岡山県倉敷市連島町連島１４２－１３７ 

 

●環境管理責任者氏名及び連絡先 

 環境管理責任者 中山一将 ☎０８６－４４８－６２４２ 

             FAX０８６－４４８－０９３９ 

             メール info@nakaichi.net 

 

●事業内容 

 一般廃棄物収集運搬業、産業廃棄物収集運搬業、産業廃棄物中間処理業、各種リサイク

ル業、解体工事業 

 

●事業規模（平成２９年度） 

 ・廃棄物収集運搬量：1,342ｔ 

 ・産業廃棄物処分量：1,705ｔ 

 

 ・従業員数 2０名 

 

 ・事業所の延床面積 本     社：２３５８㎡ 

           玉島中間処理場：１１７９㎡ 

 

 ・法人設立年月日 昭和６０年１０月 1 日 

 

 ・資本金 ３００万円 

 

 ・売上高 売上区分 A 5 億円未満（4 月～翌年 3 月） 

mailto:メールinfo@nakaichi.net


 

  2 

 

【２】組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代表者 

中山一将 

全体統括 

環境管理責任者の任命 

環境活動レポートの承認 

資源の用意 

全体の評価と見直し 

環境管理責任者 

中山一将 

データ管理 

マニフェスト管理 

クレーム対応 

環境教育計画の立

案と実施 

緊急事態の想定と

対応手順の策定や

訓練の実施 

中間処理班 

担当：金谷周三

3 名 

事務部 

担当：野口真希

3 人 

収集運搬班 

担当：青山一 

８名 

環境活動の推進・実行 

構内ﾘｻｲｸﾙ班 

担当：青山一 

６名 

システムの構築・運用・維持 

活動結果の報告 

環境活動の指示・指導 

外部への対応 
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【３】許可の内容 

  許可番号 許可年月日 有効年月日 

一般廃棄物 

収集運搬業 

倉敷市 第 30 号 平成 30 年 4 月 1 日 平成 3２年 3 月 31 日 

浅口市 第 1 号 平成 30 年 4 月 1 日 平成 3２年 3 月 31 日 

里庄町 第 10 号 平成 2９年 4 月 1 日 平成３１年 3 月 31 日 

産業廃棄物

収集運搬業 

岡山県 第 3303009914 号 平成 26 年 8 月 20 日 平成 31 年 8 月 10 日 

倉敷市 第 10010009914 号 平成26年10月21日 平成 31 年 8 月 10 日 

産業廃棄物

処分業 

倉敷市 第 10020009914 号 平成 27 年 7 月 7 日 平成 32 年 5 月 16 日 

廃棄物再生

事業者登録 

岡山県 第 50 号 平成15年12月15日  

建設業 岡山県 般-28 第 17808 号 平成 28 年 4 月 28 日 平成 33 年 4 月 27 日 

 

【４】産業廃棄物収集運搬業の事業の範囲 

 廃棄物の種類 

 燃
え
殻 

汚
泥 

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類 

紙
く
ず 

木
く
ず 

繊
維
く
ず 

動
植
物
性
残
さ 

ゴ
ム
く
ず 

金
属
く
ず 

ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
陶
磁
器
く
ず 

鉱
さ
い
（
鋳
物
砂
） 

が
れ
き
類
（
石
綿
含
有
廃
棄
物
含
む
） 

岡山県 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

倉敷市 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

積替え保管場所 

○倉敷市連島町連島 142 番地 137 面積 78 ㎡  保管能力 24.22t 

○倉敷市水島南緑町 234 番地    面積 150 ㎡ 保管能力 2.8t 
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【５】収集運搬車輌の種類と台数 

収集運搬車種 台数  

 

重機その他 台数 

2t 深ダンプ 1 バックホウ 8 

2t パッカー車 2  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フォークリフト 1 

3t ユニック車 1 ショベル 1 

3t パワーゲート車 1 軽バン 1 

3t パッカー車 1 合計 11 

4t パッカー車 2   

4t コンテナ車 2   

4tHIAB 車 2   

4t ユニック車 1   

4t ロング車 1   

8t ダンプ車 1   

合計 15   

 

 

【６】産業廃棄物処分業の事業の範囲 

  廃棄物の種類 処理能力 

  廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
（
自
動
車
破
砕
物
除
く
） 

紙
く
ず 

木
く
ず 

繊
維
く
ず 

ゴ
ム
く
ず 

金
属
く
ず
（
自
動
車
破
砕
物
除
く
） 

ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
陶
磁
器
く
ず 

が
れ
き
類
（
石
綿
含
有
廃
棄
物
除
く
） 

 

処
理
施
設
の
種

類 破砕施設 ● ● ● ● ● ● ● ● 4.9t/日 

解体・選別

施設 

● ● ● ● ● ● ● ● 4.5t/日 

焼却施設  ● ● ●     4.8t/日 
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【７】処理工程図 
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【８】認証・登録の対象範囲 

 

(1) 対象範囲 

① 対象組織：本社・積替え保管場所（連島） 

玉島中間処理場 

積替え保管場所（水島） 

② 対象活動：一般廃棄物収集運搬業 

産業廃棄物収集運搬業 

     産業廃棄物中間処理業 

     各種リサイクル業 

     解体工事業 
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Ⅱ 環境方針 

 

基本理念 

 

私たちは、廃棄物の収集運搬処理を通して、リサイクル率の向上を図ることで循環型社会

のさらなる発展に寄与し、未来の子供たちが安心して暮らせる住みよい郷土づくりと地域

社会の発展に貢献してまいります。 

 

環境方針 

 

環境マネジメントシステムを運用・維持することによって以下の環境活動を全社員が同じ

志をもって取り組みます。 

 

Ⅰ ① 二酸化炭素の削減に取り組みます。（電力、軽油、重油、ガソリン、灯油） 

② 廃棄物の再資源化に取り組み、リサイクル率の向上を図ります。 

③ 水の効率的利用及び節水に努め、総排水量を削減します。 

④ グリーン購入を促進し、環境に配慮した物品を使用します。 

⑤ 業務上の無理・無駄をなくし効率化を図ります。 

 

 

Ⅱ 環境関連法規を遵守します。 

 

 

Ⅲ 環境方針及び環境への取り組みは全社員に周知するとともに、一般に公開します。 

 

 

制定日：平成 26 年 8 月 1 日 

                        改訂日：平成 30 年 2 月 14 日 

有限会社ナカイチ 

代表取締役 中山 一将 
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Ⅲ 環境目標  

短期及び中期環境目標 
    

事業年度：4 月～翌年 3 月 H25 年度＝H25 年 4 月 1 日～H26 年 3 月 31 日 

基準は H26 年度～H28 年度の実績値の平均とする。 

 

       

項目 単位 

基準 短期 中長期 

過去 3 年

平均値 
H29 年度 H30 年度 H31 年度 

1.二酸化炭素排出量削減 kg-CO2 
357,681 354,104 350,527 346,950 

基準 -1% -2% -3% 

①電力 
使用量削減 kwh 

201,530 199,514 197,499 195,484 

基準 -1% -2% -3% 

CO2 排出量削減 kg-CO2 148,729 147,242 145,754 141,018 

②軽油 
使用量(売上比)削減 ％ 

41.3% 41.2% 41.1% 41.0% 

基準 -0.1% -0.2% -0.3% 

CO2 排出量削減 kg-CO2 185,109 184,923 184,738 184,553 

③重油 
使用量(売上比)削減 ％ 

5.1% 5.0% 5.0% 5.0% 

基準 -0.1% -0.1% -0.1% 

CO2 排出量削減 kg-CO2 23,844 23,820 23,820 23,820 

④ガソ

リン 

使用量(売上比)削減 ％ 
1.6％ 1.5％ 1.4％ 1.3％ 

基準 -0.1％ -0.2％ -0.3％ 

CO2 排出量削減 kg-CO2 6,255 6,248 6,242 6,236 

⑤灯油 
使用量(売上比)削減 ％ 

0.6％ 0.5％ 0.5％ 0.5％ 

基準 -0.1％ -0.1％ -0.1％ 

CO2 排出量削減 kg-CO2 2,479 2,476 2,476 2,476 

2.中間処理後のﾘｻｲｸﾙ率の向上 ％ 

59.8% 60.9% 62.1% 63.3% 

基準 +2% +4% +6% 

基準 - - - 

3.水使用量削減 ㎥ 
168 166 164 162 

基準 -1% -2% -3% 
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4.グリーン購入率の向上 
％ -       

（品数） 基準 +1 品 +1 品 +1 品 

   
 

   
※①：①電力 中国電力 H27 年度排出係数 0.697 kg-CO2/kwh 

          （電力排出係数は、3 年間同じ係数を使用し算出する） 
  

 ②：②軽油、③重油、④ガソリン、⑤灯油の使用量は売上高に対する使用割合

で算出する。  

（使用量（ℓ）÷売上（千円）×100） 
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Ⅳ 環境活動計画 

項目 具体的活動内容 

二酸化炭素排

出量の削減 
下記（1）～（5）の活動の活動による。 

(1).電力使用量

の削減 

・事務所、工場等の照明は昼休み、残業時等には消灯する。 

・トイレは普段は消灯し、使用時のみ点灯する。 

・夜間、休日はパソコンの主電源を切る。 

・空調の適温化を徹底する。（冷房 28 度程度、暖房 20 度程度） 

・ブラインドやカーテンの利用等により、熱の出入りを調整している。 

・夏季における軽装（クールビズ）、冬季における重ね着をして、冷暖房の使用を抑える。 

・空調機のフィルターの定期的な清掃をする。 

・選別減容機は使用時以外は電源を止める。 

・破砕機は使用時以外は電源を止める。 

・換気扇を付けっ放しにしない。 

・掲示物（テプラ）の活用。 

(2).軽油使用量

の削減 

・無用なアイドリングをやめる。 

・車輌のからぶかしをやめる。 

・重機の無用なアイドリングをやめる。 

・休憩中はエンジンを切る。事務所に休憩所を設置する。 

・車輌、重機の点検整備を定期的にする。 

(3).重油使用量

の削減 

・焼却炉の燃焼効率改善方法及び運転管理の改善方法を調査する。 

・運転管理の改善を調査する。 

(4).ガソリン使

用量の削減 

・無用なアイドリングをやめる。 

・車輌のからぶかしをやめる。 

・休憩中はエンジンを切る。事務所に休憩所を設置する。 

・車輌、重機の点検整備を定期的にする。 

(5).灯油使用量

の削減 

・ストーブの火力の調整 

 

2.中間処理後の

ﾘｻｲｸﾙ率向上 

・リサイクル率を向上するよう、研究を重ねる。 

・排出先に分別の協力依頼 

・解体現場での廃棄物分別の徹底 

・資源ごみの完全リサイクル化 

3.水使用量の削

減 

・工場内は地下水を主に使用して量が把握できないため、掲示を徹底して節水活動を勧め

ていく。 

・事務所内は掲示を徹底して節水活動を行う。 
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・蛇口を完全に閉める。 

・ストッパーの励行 

・掲示物（テプラ）の活用 

4.ｸﾞﾘｰﾝ購入率

の向上 

・リスト項目を作成し、毎年 1 項目の増加を目指す。 

  

※自社事務所で発生する廃棄物は少量につき、環境活動計画は策定しない。 

 

 

Ⅴ 環境実績  

H2９年度＝H2９年 4 月 1 日～H３０年 3 月 31 日 
    

         

項目 単位 
H２９年度 H2９年度   H2９年度 

目標 実績   達成度(％) 可否 

1.二酸化炭素排出量削減 kg-CO2 
354,104 344,913   

102.7% 〇 
-1% -3％   

①電力 
使用量削減 kwh 

199,514 188,335   

105.9% 〇 -1% -5.6％   

CO2 排出量削減 kg-CO2 147,242 131,269   

②軽油 
使用量(売上比)削減 ％ 

41.2% 36％   

114% ○ -0.2% -   

CO2 排出量削減 kg-CO2 184,923 178,355   

③重油 
使用量(売上比)削減 ％ 

5% 5％   

97% × -0.1% -   

CO2 排出量削減 kg-CO2 23,820 26,554   

④
ガ
ソ
リ
ン 

使用量(売上比)削減 ％ 
1.5％ 1％  

103％ 〇 -0.1％ -  

CO2 排出量削減 kg-CO2 6,248 6,255  

⑤灯油 
使用量(売上比)削減 ％ 

0.5％ 1％  

91％ × -0.1％ -  

CO2 排出量削減 kg-CO2 2,476 2,479  

2.中間処理後のﾘｻｲｸﾙ率の向上 ％ 
60.9% 53%   

87% × 
+2％ 
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3.水使用量削減 ㎥ 
166 142   

116.9% 〇 
-1% 7％   

4.グリーン購入率の向上 
％ - -   

0% × 
（品数） +1 品 ０   

         
中間処理後のﾘｻｲｸﾙ率 53％＝93.9t÷1,812t×100 

 

  
   

 

 

 

 

Ⅵ 環境活動計画の内容と取組結果の評価 

及び次年度の取り組み 

項目 具体的活動内容 
取組

結果 
評価 

次年度へ

の継続 

二酸化炭素排

出量の削減 
下記（1）～（5）の活動による。   

 

(1).電力使用量

の削減 

・事務所、工場等の照明は昼休み、残業時等に

は消灯する。 
○ 

徹底できた。 継続 

・トイレは普段は消灯し、使用時のみ点灯する。 ○ 徹底できた。 継続 

・夜間、休日はパソコンの主電源を切る。 ○ 徹底できた。 継続 

・空調の適温化を徹底する。（冷房 28 度程度、

暖房 20 度程度） 
△ 

あくまでお客様優先で室内

の温湿計によって調節す

る。 

継続 

・ブラインドやカーテンの利用等により、熱の

出入りを調整している。 
○ 

徹底できた。 継続 

・夏季における軽装（クールビズ）、冬季にお

ける重ね着をして、冷暖房の使用を抑える。 
○ 

各人が意識的に励行してい

る。 

継続 

・空調機のフィルターの定期的な清掃をする。 ○ 徹底できた。 継続 

・選別減容機は使用時以外は電源を止める。 ○ 徹底できた。 継続 

・破砕機は使用時以外は電源を止める。 ○ 徹底できた。 継続 

・換気扇を付けっ放しにしない。 ○ たまに忘れることがあるの 継続 
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で注意する。 

(2).軽油使用量

の削減 

・無用なアイドリングをやめる。 △ 
さらに意識を高めることが

必要。 

継続 

・車輌のからぶかしをやめる。 ○ おおむね実行できた。 継続 

・重機の無用なアイドリングをやめる。 ○ おおむね実行できた。 継続 

・休憩中はエンジンを切る。事務所に休憩所を

設置する。 
○ 

徹底できた。 継続 

・車輌、重機の点検整備を定期的にする。 ○ 実施済み。 継続 

(3).重油使用量

の削減 

焼却炉の燃焼効率改善方法及び運転管理の改

善方法を調査する。 
 

 継続 

(4).ガソリン使

用量の削減 

・無用なアイドリングをやめる。 △ 
さらに意識を高めることが

必要。 

継続 

・車輌のからぶかしをやめる。 〇 おおむね実行できた。 継続 

・休憩中はエンジンを切る。事務所に休憩所を

設置する。 
〇 

徹底できた。 継続 

・車輌、重機の点検整備を定期的にする。 〇 実施済み。 継続 

(5).灯油使用量

の削減 
・ストーブの火力の調整 〇 

徹底できた。 継続 

2.中間処理後

のリサイクル

率向上 

・向上するための研究・情報収集 ○ あらゆる機関からの情報を

収集する。 

継続 

・排出先に分別の協力依頼 〇 継続 

・解体現場での廃棄物分別の徹底 〇 継続 

・資源ごみの完全リサイクル化 〇 継続 

3.水使用量の

削減 

・地下水を主に使用して量が把握できないた

め、掲示を徹底して節水活動を勧めていく。 
○ 

徹底できた。 継続 

・事務所内は掲示を徹底して節水活動を行う。 △ 
おおむねできたが、さらに

意識を高める。 

継続 

・蛇口を完全に閉める。 △ 
たまに完全に閉まっていな

い状態が見受けられる。 

継続 

・ストッパーの励行 ○ 徹底できた。 継続 

4.グリーン購

入率の向上 
・リスト項目の作成 △ 

購入機会がなく品目を増や

せなかった。 

継続 

 

※○・・・常にできている 

 △・・・大体できている 

 ×・・・できていない 
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Ⅶ 環境関連法規等の遵守状況および違反・訴訟等の有無 

 

法律等の名称 

該当する要求事項 遵守評価 

（対応すべき事項） 証拠 
判

定 

廃棄物処理法 

・許可基準：一廃収集業者の許可の確認 許可証 〇 

・許可基準：産廃収集運搬・処理業者の許可の確認 許可証 〇 

・保管基準 掲示板：60cm×60cm 以上の表示 現物確認 〇 

・マニフェスト交付 マニフェスト 

〇  紙マニフェストは C1、C2 票の保管（5 年間）   

 電子マニフェストは運搬処理終了後、3 日以内に報告   

・産業廃棄物管理票交付等状況報告書の提出 報告書控え 〇 

・自社による運搬時の表示、書類携行 ﾗﾐﾈｰﾄ 〇 

建設リサイクル法 ・工事届出書の提出（提出要件あり） 届出控え 〇 

大気汚染防止法 

・事故時の措置と届出 届出控え 〇 

・特定施設の届出（焼却炉 600 ㎏/h、火床面積（9.36 ㎡） 届出控え 〇 

・排出基準の遵守 記録類 〇 

・石綿使用の有無の事前調査と発注者への説明 届出控え 〇 

・排出濃度の測定・記録（3 年保存）、監視 記録類 〇 

ダイオキシン類  

対策特別措置法 

・ダイオキシン類測定結果報告書（排ガス、燃え殻） 報告書控え 

〇 

    

消防法 

・重油保管状況（少量危険物 400ℓ未満非該当） 
 

〇 

・消火設備の定期点検  〇 

騒音規制法 
・破砕機（4.9t/日） 

特定施設設置届出書

控え 
〇  

 
    

振動規制法 
・破砕機（4.9t/日） 

特定施設設置届出書

控え 
〇 
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下水道法 

・水道使用量：５０ｍ３/日以下で該当せず 

・汚水が排水しないように注意 

 水道使用量請求書

（倉敷市水道局） 
○  

（ポンプの能力と１日の使用量から把握）     

土壌汚染対策法 
・特定有害物質による汚染がないように注意（焼却炉関連

設備） 
 目視現状確認 ○  

家電リサイクル法 
・家庭用冷蔵庫廃棄時、許可業者への引き渡しと料金の支

払い 
家電リサイクル券 〇 

フロン排出抑制法 

・フロン類の登録回収業者による適切な回収 

委託確認書、引取証明

書 

〇 

・フロン類回収時の委託確認書交付と引取証明書の保存（3

年間） 
〇 

・元請け業者としてのフロン使用機器の設置の有無確認、

発注者への書面による説明 
〇 

・フロン類使用の定期点検・記録、漏えい防止等 〇 

 

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。 

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。 
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Ⅷ 代表者による全体評価と見直しの結果 

 

過去の実績を踏まえ、平成 29 年度から中長期の目標値の再設定を行いました。過去 3 年

間の平均値をとり、その数値に対してどれだけ減らしていくかを考えた設定にしたところ、

昨年よりも目標達成項目が増え、結果的に取り組みやすい目標値になったと思います。 

そして、今年度から新しい項目として、ガソリンと灯油の使用による CO2 排出量も把握す

ることになりました。今までは軽油や重油に比べると使用量が少量ということで、環境目

標には載せていませんでしたが、わずかでも環境に与える負荷があることから排出量だけ

は把握し、環境活動計画に取り入れるかは今後の検討材料にしたいと思います。 

また、環境目標の達成状況の中で、グリーン購入率の向上がありますが、近年、グリーン

商品を購入する機会が少なく、また、あったとしても何がグリーン商品なのかを知る術に

困っていて、本来ならグリーン購入できたものでも、その機会を失っていたのかもしれま

せん。このことは、情報の収集不足によるものと考えられ、事務方が中心となって改善で

きるように努めていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


